
 

1 

令和６年４月採用予定 

地方独立行政法人 鳥取県産業技術センター 

研究職員採用試験（大学卒業程度）募集案内  
 

鳥取県産業技術センターでは、次のとおり令和６年４月１日採用予定の研究職員を募集します。 
 採用後は、地方公務員として県内産業に波及効果のある研究開発や県内企業への技術支援業務を行い、本県産
業の振興に貢献していきます。意欲のある方のご応募をお待ちしております！ 
 
１ 募集分野・採用予定者数及び主な業務内容 

分 野 
採  用 
予定者数 主 な 業 務 内 容 

化学 1名程度 
有機材料、バイオマス系材料、プラスチック、ゴムなどの高分子系材料等
に関する研究開発や企業からの技術相談、機器利用、依頼試験、人材育成
への対応など県内企業に対する技術支援業務を行います。 

※募集分野は、学術的な専門知識だけではなく、経済活動や企業の生産活動で活用できる実践的な知識または
経験の分野を示しています。 

 
２ 採用試験の受付期間、試験日、試験会場、合格者発表日、採用予定時期 

受験申込受付期間 

令和５年９月１５日（金）～ 令和５年１１月１５日（水） 
※受験申込書午後５時１５分必着 

◎持参による場合の受付時間 
午前８時３０分 ～ 午後５時１５分 
土曜日、日曜日及び祝日は、受け付けておりません。 
上記の受付日・時間以外に持参されても、理由の如何を問わず受理しません。 

◎郵便又は信書便の場合も１１月１５日（水）午後５時１５分必着としますので送
付期間を考慮して早めに送ってください。 

第 １ 次 試 験 

令和５年１２月３日（日） 
  （受付開始 ９時  試験開始９時２０分  試験終了 専門口述試験(個別)終了時） 

〔試験会場〕 ・鳥取会場 鳥取県産業技術センター（鳥取市若葉台南７丁目１－１） 

・東京会場 芝パークビルＢ館 地下１階 ＡＰ浜松町 Ｈルーム 

（東京都港区芝公園２－４－１） 

         ・大阪会場 日本生命梅田ビル ５階 ＡＰ大阪梅田東 Ａルーム 

             （大阪府大阪市北区堂山町３－３） 

※試験会場の変更を行う場合は、当センターホームページに掲載します。 

第１次試験合格者発表 令和５年１２月１５日（金） 

第 ２ 次 試 験 
令和６年１月１９日（金） （１月２２日（月）予備日） 
◎試験時間等の詳細は第１次試験合格者に通知します。  

〔試験会場〕 鳥取県産業技術センター 

最終合格者発表 令和６年１月２６日（金） 

採 用 予 定 時 期 令和６年４月１日(採用時期について、相談に応じます。) 

 
業務・施設の説明 

 

随時（希望者は連絡をお願いします） 
鳥取県産業技術センターの業務・施設説明を行います。希望される人は、下記 12 の業

務・施設説明の案内欄をご確認の上、お申し込みください。 

 
 



 

2 

〔地方独立行政法人 鳥取県産業技術センターとは〕 

鳥取県産業技術センターは、平成１９年４月に鳥取県から独立して地方独立行政
法人（公務員型）に移行した公設試験研究機関です。 

採用された職員は、地方公務員法が適用される地方公務員となります。給料の額
等は鳥取県職員の例によります。 

詳しい業務内容などは 鳥取県産業技術センターホームページをご覧ください。 
https://www.tiit.or.jp/ 

問い合わせ先：鳥取県産業技術センター総務部総務室 0857-38-6200 

 

３ 受験資格 

区 分 応 募 資 格 

年 齢 
昭和６３年（１９８８年）４月２日から平成１４年（２００２年）４月１日までに生ま

れた人 

国籍・性別 

国籍・性別は問わない。 

※日本国籍を有しない人で、採用時に就職に制限のない在留の資格を有していない人は、

採用されません。 

資 格 

大学若しくは大学院を卒業又は修了した人、又は令和６年３月３１日までに卒業・修了

見込みの人で、次のいずれかに該当する人 

なお、大学には工業高等専門学校専攻科など、当センターが同等の資格があると認める

ものを含みます。 

① 大学若しくは大学院において、化学系又は高分子材料関係学科を卒業又は修了するか、

若しくは卒業又は修了見込みの人 

② 民間企業等（自営業・公的機関を含む。）において、化学系又は高分子材料に関する研

究若しくは開発（これらに準ずる業務を含む。）に従事した職務経験を通算して４年以

上有している人又は令和６年３月３１日までの間に当該職務経験が４年以上となる見

込みの人 

その他 

※次に該当する人は応募できません。 
① 成年被後見人、被保佐人（準禁治産者を含む。） 

② 禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるま

での人 

③ 鳥取県産業技術センター又は鳥取県職員として懲戒免職処分を受けその処分の日から２年

を経過しない人 

④ 日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体

を結成し、又はこれに加入した人 

 

４ 試験内容・試験地・試験日時 

試験区分 内  容 試験会場 試験日時 

第 

１ 

次 

試 

験 

基礎能力

試験 

公務員として必要な一般的な文章読

解、数的処理、推理判定等の基礎能力

についての筆記試験 

〔多肢選択式 ４５分〕 

〔鳥取会場〕 

鳥取県産業技術センター 

(鳥取市若葉台南7-1-1) 

〔東京会場〕 

芝パークビルＢ館 Ｂ１Ｆ 

ＡＰ浜松町 Ｈルーム 

（東京都港区芝公園2-4-1） 

〔大阪会場〕 

日本生命梅田ビル ５階 

ＡＰ大阪梅田東 Ａルーム 

（大阪市北区堂山町3-3） 

令和５年１２月３日(日) 

 

受付開始      ９時～ 

基礎能力試験  ９時20分～ 

適性検査      10時15分～ 

専門試験      1１時～ 

専門口述試験 13時30分～ 

※  専門口述試験の時間割 

は、受験票でお知らせし 

ます。 

 

適性検査 
職務遂行等に関する適性についての検査

〔３５分〕 

専門試験 

募集分野に係る専門知識の筆記試験 

〔９０分〕 

※出題分野等は、別記のとおり 
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専門口述
試験 

募集分野に係る専門知識についての口

述試験 

〔WEBで個別に実施 ２０分/人〕 

第 

２ 

次 

試 

験 

個別面接 

人物及び専門知識に関する口頭試験 

 ・プレゼンテーション 

 ・個別面接 

鳥取県産業技術センター 

(鳥取市若葉台南7-1-1) 

令和６年１月１９日(金) 

(１月２２日(月)予備日) 

※時間割等については、

第１次試験合格者にお

知らせします。 

※第1次試験の適性検査の結果は第２次試験に用います。 

 

《別記》第１次試験 専門試験の出題分野 

    次の出題分野の中から出題します。 

分  野 出題分野 

化学 有機化学、分析化学、高分子化学、合成化学、物理化学 

 

５ 受験申込手続 
（１）提出書類 

① 受験申込書 １部 

受験申込書の内容をよく確認して必要事項を記入の上提出してください。 

※受験申込書の様式は、鳥取県産業技術センターホームページ（https://www.tiit.or.jp/）に掲載し

ます。 

 

② 返送用封筒 １通 

受験票を郵送しますので、受験票の受取先を明記し、８４円切手を貼った封筒〔長形 3 号（12.0cm×

23.5cm）〕を併せて提出してください。  

 

（２）申込方法 

    上記の提出書類を「研究職員受験申込書在中」と明記した封筒に入れて、（３）の申込先に持参するか郵

便（配達記録郵便）又は信書便（書留郵便に準じるもの）により送付してください。 

 

（３）申込先、申込期限 

① 申込先 

    〒689-1112 鳥取市若葉台南７丁目１－１ 

         地方独立行政法人 鳥取県産業技術センター 総務部総務室 

② 申込期限 

令和５年１１月１５日（水）午後５時１５分までに提出してください。（必着）  

    ※郵便又は信書便の場合も、１１月１５日（水）午後５時１５分必着としますので、送付期間を考慮し

て早めに送ってください。 

       ※持参による場合の受付時間 

午前８時３０分 ～ 午後５時１５分 
土曜日、日曜日及び祝日は、受け付けておりません。 
上記の受付日・時間以外に持参されても、理由の如何を問わず受理しません。 

 

（４）受験票の交付 

受験票は、提出いただいた返送用封筒により後日郵送しますが、１１月２７日（月）までに到着しない

ときは、下記13の問い合わせ先まで御連絡ください。 
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６ 第１次試験に関する注意事項 
（１）試験当日は、必ず試験開始時刻までに掲示や係員の指示に従って試験室に入室してください。 

 

（２）受験の際は、受験票、筆記用具（ＨＢ又はＢの鉛筆（基礎能力試験、適性検査の多肢選択式に使用、なお

専門試験はシャープペンシル可）、よく消える消しゴム）、昼食を持参してください。時計を持参する場合は、

計時機能だけのものに限ります。スマートフォン・携帯電話を時計として使用することは認めません。 

 

（３）東京会場及び大阪会場には、会場周辺を含めて駐車場がありませんので公共交通機関を利用しておいでく

ださい。 

   鳥取会場については、当センター駐車場が利用できます。 

 

７ 第２次試験受験の際に提出する書類 
第１次試験合格者に対して、第２次試験を受験する際に次の書類の提出を求める予定です。 

詳細については、第１次試験合格者にお知らせします。（※提出書類は、変更されることがあります。） 

（１）提出期限 令和６年１月１０日（水）午後５時１５分（必着） 

（２）提出書類 

① 第２次試験受験調書 

② 当センターで取り組みたいこと 

③ これまでの主な研究概要（在学中の方は現在取り組んでいる研究概要） 

④ 発表論文等の別刷り又はコピー 

⑤ プレゼンテーション用資料 

「これまでの研究実績及び鳥取県産業技術センター業務に対する抱負について」 

 

８ 合格者決定方法等 
（１）第１次試験合格者 

    基礎能力試験、専門試験、専門口述試験の得点を合計した得点の高い順により決定します。 

なお、基礎能力試験、専門試験、専門口述試験にはそれぞれ一定の基準があり、この基準に満たない場

合は、合計点に関わらず不合格とします。 

また、適性検査を受検しなかった場合は不合格とします。 

 

（２）最終合格者 

第２次試験の得点に第１次試験の得点を加味して、得点の高い順に最終合格者を決定します。 

なお、個別面接には一定の基準があり、この基準に満たない場合は、合計点に関わらず不合格とします。 

また、辞退等の理由により最終合格者を採用できなくなった場合は、第２次試験受験者のうち合格基準

を満たしている者で成績上位者を採用する場合があります。（該当の成績上位者は、補欠として登録しま

す。） 

 

（３）証明書等 

    最終合格者の決定後、採用までに受験資格の確認のため資格証明書等（本人以外の第三者が作成したも

のに限る）を提出していただく場合があります。 

    なお、申込書等の記載事項に虚偽、錯誤又は脱漏があると、採用されない場合があります。 

 

（４）第1次試験合格者及び最終合格者の発表 

    第1次試験合格者及び最終合格者の受験番号を当センターホームページに掲載し、併せて第 1次試験合

格者及び最終合格者に通知します。 

 

９ 試験結果の開示 

この採用試験の結果は、鳥取県個人情報保護条例により、次の窓口で開示を請求することができます。開示
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の内容は次の表のとおりです。ただし、いずれかの試験において成績が設定された基準に満たなかった場合

には順位はありません。 

開示請求ができる者 開示の内容 開示期間 開示場所 

受験者本人 各試験の得点、合計得点及び順位 
試験結果発表日 

から１か月間 

５（３）の受験の 

申込先に同じ 

試験結果の開示の請求は、受験者本人が運転免許証、マイナンバーカード、学生証等の写真により本人である

ことが確認できるものを携行して、直接開示場所へおいでください。 

 

10 勤務条件等 

区 分 内     容 

身 分 
最終合格者は、地方独立行政法人の職員として採用され、地方公務員法が適用される地方

公務員となります。 

条件付採用

期間 
採用後６か月間（最長１２か月間）は、地方公務員法の定めにある条件付採用となります。 

主   な 

勤 務 地 

（予定） 

地方独立行政法人鳥取県産業技術センター 

電子・有機素材研究所（鳥取市若葉台南 7丁目１－１）のほか、当センター各施設等 

勤 務 形 態 

週３８時間４５分 

勤務時間：午前８時３０分から午後５時１５分まで（休憩 正午～午後１時） 

休  日：毎週土曜日・日曜日、祝日、１２月２９日～１月３日 

休 暇 等：年次有給休暇、特別休暇ほか 

月 額 給 料 

初任給(令和５年４月１日時点) 

経 歴 等 月額基本給 

令和５年３月大学卒 １９８，９００円程度 

令和５年３月大学院修士課程修了 ２２０，４００円程度 
令和５年３月大学院博士課程修了 ２４７，３００円程度 

※研究職歴や関連する勤務職歴等に応じて加算されます。 

・初任給額は、募集案内時点の月額であり、採用時までに給与改定を行った場合はそれ

によります。 

・昇給は、原則年１回あります。 

・給料及び手当等は鳥取県職員の例によります。 

手 当 
給料のほか、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当、時間外勤務手当など

の諸手当がそれぞれの条件に応じて支給されます。 

福 利 厚 生 地方職員共済組合法、地方公務員災害補償法適用 

 

11 その他 
（１）提出いただいた書類は返却しません。 

 

（２）個人情報の取扱い 

本試験の実施に際して収集した個人情報については、次の目的以外には利用しません。 

   ①採用試験及び採用に関する事務に利用します。    

   ②個人が特定できないよう処理した上で、今後の募集活動のための資料として利用します。 

 

 

12 センター業務・施設説明の実施 
当センターの業務内容、保有設備等を詳しくお知りになりたい方に、当センターの業務・施設の説明を次

のとおり行います。参加を希望される方は、別紙の申込書に必要事項を記載して、次のとおり申し込んでく

ださい。 
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■申込方法  メール、FAX又は郵送により、下記申込先へ申し込んでください。 

        （申込書記載の必要事項が記載されていれば、申込書の形式は問いません。） 

 

   ■業務・施設説明を行う時間、場所 

 ・令和５年９月２２日（金）から令和５年１１月１０日（金）（土曜日・日曜日、祝日を除く。） 

現地説明又はＷＥＢ説明 

午前９時から午後５時までのうち２時間程度（要調整） 

  電子・有機素材研究所（鳥取市若葉台南７丁目１－１） 

 

   ■申込先 

地方独立行政法人 鳥取県産業技術センター 総務部総務室（担当 幸山） 

     〒689-1112 鳥取市若葉台南７丁目１－１ 

     電話：0857-38-6200 FAX：0857-38-6210  E-mail：tiit@tiit.or.jp 

       

■その他  説明会の参加に必要な交通費等は、参加者の負担とします。 

※当センターを映像で紹介しています。  

        
 

13 問い合わせ先 
    採用試験等についてご不明な点については、次の担当までご連絡ください。 

E-mail：tiit@tiit.or.jp 

   

（１）応募手続き、業務・施設説明及び勤務条件について 

総務部総務室 幸山   電話：0857-38-6200（代表） FAX：0857-38-6210 

 

（２）業務内容について 

電子・有機素材研究所長 鈴木 又は 所長補佐 寺田 

電話：0857-38-6200 FAX：0857-38-6210 

 

（別紙） 

鳥取県産業技術センター 業務・施設説明申込書 

     〔申込日：令和  年  月  日〕 

(ふりがな)   

氏 名・年齢 
                   （年齢：   歳） 

住   所  

連 絡 先 

電 話： 

E-mail： 

業務・施設説明の 

希望日時 

施設名：電子・有機素材研究所（ 現地 □  ＷＥＢ □ ） 

令和  年  月  日（  ）    時～ 

※希望する説明方法に☑を記入し、時間を記載してください。 

 


